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Webインターフェースを提供すること

 
メタデータとファイルが管理できること

 
OAI-PMHに対応していること
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製品種類 構築方式 必要スキル 金銭コスト
オープンソース
自力 高 低
導入支援 低～中 中
パッケージ 低～中 高
商業製品
ローカルホスト 低～中 高
ASP 低～中 中
独自システム
自力 高 低～高
開発・導入委託 低～中 高
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サポート（カスタマイズ追加，不具合対策，バージョンアップ等）も要考慮

 
図書館だけではなく，学内情報関連組織との連携が望まれる
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
 
DSpace系で良くやっている機能強化

 
メッセージの日本語化

 
メタデータ検索の日本語対応化

 
全文検索の日本語対応化

 
junii2対応

 
詳細な利用統計

 
ハンドル
http://www12.ocn.ne.jp/~zuki/Japanization/index.html
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace-memo/japanization.html
DSpaceの日本語化について
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
 
NIIが開発・公開中のCMSネットコモンズ2.0で動作する
 リポジトリシステム

 
DSpace，EPrintsなどと等価な機能を装備

 
ゲスト

 
ディレクトリサーチ

 
キーワードサーチ

 
メタデータ＆全文

 
ランキング

 
登録ユーザ

 
アイテム登録

 
ワークフロー

 
管理者

 
アイテムタイプ管理

 
作成／編集

 
OAI-PMHマップ

 
アイテム管理

 
ツリー編集

 
査読／承認

 
インポート

 
ログ解析

 
WEKOカスタム
デモサイト

Windows簡単WEKOi
Windows簡単WEKOダウンロードi
目標


 
デバイスの確認

 
デバイスのマウント

 
バックアップスクリプト

 
リストア
dmesg
 
というコマンドを打つ
差し込む前の
dmesgの内容
USBメモリがsdb1というデバイスに割り当てられたことがわかる
差し込んだ後の
dmesgの内容

 
手動でマウント

 
自動マウント
> sudo
 
mkdir
 
/mnt/usb
> sudo
 
mount -t vfat
 
/dev/sdb1 /mnt/usb
> less /etc/fstab
/dev/VolGroup00/LogVol00
 
/
 
ext3
 
defaults        1 1
LABEL=/boot
 
/boot
 
ext3
 
defaults        1 2
devpts
 
/dev/pts
 
devpts
 
gid=5,mode=620  0 0
tmpfs
 
/dev/shm
 
tmpfs
 
defaults        0 0
proc
 
/proc
 
proc
 
defaults        0 0
sysfs
 
/sys
 
sysfs
 
defaults        0 0
/dev/VolGroup00/LogVol01
 
swap
 
swap
 
defaults        0 0
/dev/sdb1
 
/mnt/usb
 
vfat
 
defaults        0 0 
> sudo
 
mount -a
一行追加

 
ローカルHDDにバックアップ(毎日)

 
ローカルHDDにバックアップ（毎月）

 
/etc/cron.monthlyに上記のようなスクリプトを配置
> less /etc/cron.daily/backup-html
#!/bin/csh
set dt
 
= `date "+%d"`
set backup_dir
 
= "/var/www/backup/daily"
echo "Start backup datetime=$dt
 
";
# weko
 
site backup
/usr/bin/mysqldump
 
-u nc2 -h localhost
 
–p*** nc2 > $backup_dir/weko-site$dt.sql
cd
 
/var/www/html/nc2
/bin/tar zcvf
 
$backup_dir/weko-site$dt.tgz
 
* > $backup_dir/weko-site$dt.log
echo "Successfully completed"

 
USB-HDDにバックアップ

 
確認

 
Logwatchの実行でcronの実行結果がメイルで通知

 
SendmailでSMART_HOSTを設定

 
Aliasでrootへのメイルが自分に届くように設定
> /etc/cron.daily/backup-rsync
#!/bin/csh
set backup_dir
 
= "/mnt/usb/backup"
echo "Start backup"
rsync
 
-a --delete /var/www/* $backup_dir/ > $backup_dir/rsync.log
echo "Successfully completed"
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・
 
Googleの検索対象になるように努力
・
 
データベース間で明示的にネットワークを確立 
l
 
サーバ間でメタデータを機械的に収集するための，
要求と結果を授受するためのプロトコル．
１９９９年１０月：サンタフェ会議でFrameworkが合意
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１月：OAI-PMH
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６月：OAI-PMH
 
第２版
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利用可能なメタデータ・フォーマット，
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メタデータのフォーマット等の指定
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項目 内容
Journal Article 学術雑誌論文 学術雑誌に掲載された論文
Thesis or Dissertation 学位論文 博士論文、修士論文等
 
授与年度、論文／課程、学位の種
 
別等は必要に応じてDescription に記入する。
Departmental Bulletin Paper 紀要論文 紀要類に掲載された論文
Conference Paper 会議発表論文 会議の報告書等に掲載された論文
 
会議名、開催地、日時
 
等は必要に応じてDescription に記入する。
Presentation 会議発表用資料
会議で発表されたプレゼンテーション資料、ポスター、口
 
頭発表資料等
 
会議名、開催地、日時等は必要に応じて
 
Description に記入する。
Book 図書 図書の章(Chapter)も含む。
Technical Report テクニカルレポート テクニカルレポート、ディスカッションペーパー、ワーキ
 
ングペーパー等の機関発行の報告書
Research Paper 研究報告書
科研費やCOE 等、研究助成金による研究成果の報告書
種別（助成元、研究課題の種類）等は必要に応じて
 
Description に記入する。
Article 一般雑誌記事 学術論文以外の記事（コラム等）
Preprint プレプリント プレプリント
Learning Material 教材 授業等で用いる資料類
Data or Dataset データ・データベース 実験記録等のファクトデータ、及びそれらの集合からなる
 
データベース等
Software ソフトウェア ソフトウェア
Others その他 上記以外のもの
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ベースURL
要求の種別
引数
リポジトリ（http://teapot.lib.ocha.ac.jp/ocha-oai/request）から
ｊunii2メタデータフォーマットで公開されているメタデータを
全て取得せよ
要求（動詞） 機能
リポジトリに関
 する情報を得
 るための要求
Identify リポジトリに関する情報を取得する
ListMetadataFormats リポジトリにおける利用可能なメタデー
 タ・フォーマットの一覧を取得する
ListSets リポジトリのセット構造を取得する
メタデータ収集
 のための要求
ListIdentifiers リポジトリからレコード中のヘッダー情
 報のみを取得する
ListRecords リポジトリから条件に合致するレコード
 を全て取得する
GetRecord リポジトリから個々のレコードを取得す
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